
 

「ぞうさんはどこにおく？」「ライオンさんはここにしよう！」と、色や形の違

うブロックを手に、友達と相談しながらの動物園作り。「ここに置きたい」と、自

分の思いを伝えたり、友達の意見に耳を傾けたりして、友達とイメージを共有し、

“一緒にやってみよう”という姿が増えてきています。 

友達との関わりが増えてきたことで、時には「こうしたい！」という思いがぶつ

かり、遊びが途切れることもありますが、保育士が思いを代弁したり、時には見守

ったりして、気持ちに折り合いをつけて譲ったり譲られたりする経験もしながら、

“友達と一緒に遊ぶと楽しい”という思いにつながるようにしています。 

３歳児 ばら組 
 

『一緒に動物園をつくろう！』 
 

友達と会話をしながらブロックで遊んでいます。 


